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大学ゼミにおけるドラマ制作演習
～ビデオドラマ『さよならサクラFM』の制作～






The Video Drama Making on the University Seminar on Practice
－Making of Video Drama 'Sayonara SAKURA FM' as Example－
Toshiaki ITO and Yuki MASUDA
The video drama 'Sayonara SAKURA FM' was made at the university seminar. In this study, we
aimed to explain the process of making this drama by determining its particular steps from the phase
of project and scenario making, especially focusing on the process of theme creation and plot
formation, and we recorded the whole process from its initial steps to production and postproduction
phase. In addition, we provide a discussion about the secrets, educational meaning and concept of
their practical study at the university seminar.
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な映画制作教育の理念を２つにまとめれば、
ゼミにおける映画制作教育の理念
① 全人格的陶冶
② 自己効力化
ということになる。本来、大学とは、社会に出るま
えの、このような人間形成の重要な機会であるはずな
のだが、現代の大学の教育場面では、このようなリー
ダーシップの鍛錬、人間的輝きを磨く教育、といった
目標が意識化されることは、意外に少ないのではない
かと思われる。映画制作教育においては、いわば否応
なく、こうした人間形成とコミュニケーションの問題
と向き合い、その解決能力が求められる。「ドラマ」
というものを研究・教育の対象として意識化すること
で、われわれの中に生まれる「ドラマ」が顕在化され
るのだとも言える。これがドラマ制作教育の意義であ
り恩恵だと考えたい。
7. 結語
現実のゼミ教育において、上述のような教育を理想
通りに行うのはたやすいことではない。学生たちはプ
ロジェクトを思うようには完遂できないし、その作品
もたいていは拙く、奇妙であったり、まったくの模倣
かパロディにしか見えないことも少なくない。しかし
ながら、その善し悪しを判定したり、どうすればより
優れた作品を作れるのかといったテクニカルな指導
は、必ずしもゼミ教育における中心的なテーマとは思
われない。
このような創作教育においては、小なりといえども
作品の作者である学生たちの心の中を懐中電灯でまさ
ぐっていくようにして理解につとめ、話しあい、彼ら
の人間性と深く関わっていくことを喜びとし、ともに
悩みながら試行錯誤することを続けていくことが、そ
の要諦であると考えられる。
映像制作という共同作業では学習者の体験が平準化
しにくく、定型的なカリキュラムを編成することも、
教育効果を測定することも容易ではない。成績や資格
や就職といった尺度を持ち込むことも妥当とは思われ
ない。映像づくりを通じてプロダクト・マネージメン
トの方法を体得し、協調性やリーダーシップの鍛錬に
なるという効能については述べたが、それを目的的に
めざすというのも、映像制作教育の本来的意義とはす
こし違うような気がする。
おそらく映像制作の実践は、「教育」という言葉で
はなく、「開発」と呼ぶのがふさわしいのであろう。
なんらかの知の体系を伝授するための「教育」ではな
く、誰もが幼い頃から胸奥に抱いてきた人間的自我の
萌芽が、他者との関係性のなかで次第にふくらんでく
るように支援するというような意味での「開発」であ
る。ここでは便宜的に映像制作教育と呼んだままにす
るが、教員の役割はそれをリードするというよりは伴
走することであり、そのための理念と環境をつくって
いくことのほかにはないと思われる。
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